
No.47 2017年10月号　議会だより　やとみ19

一般質問

問	

市
の
防
災
計
画
に
は
自
主

防
災
会
の
推
進
と
あ
る
が
、
理

想
と
す
る
防
災
会
の
在
り
方
と

は
。

答	

総
務
部
長
　
自
発
的
に

目
的
を
持
っ
た
活
動
を
行
い
、

自
ら
問
題
点
を
解
決
し
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
が
で

き
る
組
織
。

問	

自
助
啓
発
が
基
本
で
あ
る
。

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
的
な
指
導
で
は

自
主
性
は
育
た
な
い
。
市
の
認

識
は
。

答	

総
務
部
長
　
自
助
の
啓

発
を
高
め
、
対
話
の
中
で
「
ど

こ
に
逃
げ
る
？
」
な
ど
「
気
づ

き
」「
動
機
づ
け
」
の
方
が
よ

り
高
い
効
果
が
あ
る
。

問	
事
前
防
災
は
、
地
域
活
性

化
の
側
面
も
あ
る
。
実
務
的
な

訓
練
と
別
に
、
お
祭
り
的
な
要

素
も
加
え
、
防
災
フ
ェ
ス
な
ど

企
画
し
て
は
。

答	

総
務
部
長
　
市
主
催
と

し
て
は
考
え
て
い
な
い
が
、
自

主
防
災
会
が
自
発
的
に
行
う
機

運
が
高
ま
れ
ば
と
考
え
る
。

問	

補
助
金
制
度
を
資
機
材
だ

け
で
な
く
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
ソ

フ
ト
面
で
も
使
え
る
制
度
に
。

答	

総
務
部
長
　
講
師
を
招

い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
補
助

金
見
直
し
を
検
討
す
る
。

問	

自
治
会
の
活
動
に
お
け
る

行
政
の
役
割
を
、
市
は
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

答	
総
務
部
長
　
市
と
し
て

は
、
補
完
性
の
原
理 

！ 

に
基

づ
き
公
共
と
し
て
で
き
る
こ
と

を
住
民
の
要
請
に
応
じ
て
後
方

支
援
を
行
い
、
市
民
と
の
協
働

の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

問	

自
主
防
災
組
織
は
自
治
会

が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う

す
る
と
自
ら
求
め
な
い
限
り
、

非
会
員
に
は
必
要
な
情
報
が
届

か
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。

　
市
の
広
報
や
「
議
会
だ
よ

り
」
な
ど
市
の
刊
行
物
は
自
治

会
を
媒
介
し
て
戸
々
に
届
け
ら

れ
て
い
る
が
、
未
加
入
の
世
帯

に
は
届
か
な
い
の
で
は
。

答	

総
務
部
長
　
自
治
会
な

ど
か
ら
配
布
さ
れ
な
い
世
帯
は

公
共
施
設
で
入
手
す
る
か
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

問 防災先進都市を目指せ！
答 セミナー等の補助金考える

堀岡 敏喜 議員
公明党

問
答

自治会活性化、
行政の役割は

適切な後方支援で
協働進める

�

！ 

補
完
性
の
原
理

　
決
定
や
自
治
な
ど
を
で

き
る
限
り
小
さ
い
単
位

で
行
い
、
で
き
な
い
こ

と
の
み
を
よ
り
大
き
な

単
位
の
団
体
で
補
完
し

て
い
く
と
い
う
概
念
。

問	

未
加
入
世
帯
に
は
「
義
務
」

で
は
な
く
「
権
利
と
必
要
性
」

を
啓
発
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
市
の
認
識
は
。

答	

秘
書
企
画
課
長
　
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
自
治
会
役
員

に
共
助
の
必
要
性
を
伝
え
、
加

入
促
進
し
て
い
く
。

９
月
議
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

平
成
28
年
度
決
算

お
し
ら
せ

一
般
質
問

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧


